
































下地 理則 ： 「方言研究と日本語研究の今後」
で議論される格標示の理論的前提である「格標示は相互識別のためにある」という想定がそもそも誤り
である可能性を示唆するのである。
単に欧米の理論的前提に乗っかり，方言のデータを都合よく解釈してしまうのではなく，さまざまな
理論的前提を冷静に批判して，正しい方向に導いていく姿勢が求められる。
